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 「季を求め 尾根に分け入り 子 規
ホトトギス

」  わかば教室主任 
月曜日の午前は、フィールドワークでした。テーマは「夏を探そう」です。「ことばの授

業」の俳句づくりにつなげる作戦です。わかば教室のある程久保は、今は住宅街となりまし

た。かつては多摩丘陵に連なる緑豊かな尾根の一つでした。その面影の中に、わかばの皆が

夏を探しにいく姿を俳句にしました。一人一人が感性を働かせて、いろいろな夏を見つけた

はずです。とくに「てっぺんかけたか」と鳴くホトトギスに会えるといいなと思ったのです。 

この句には、もう一つの意味を込めました。中学生はこれから進路を決め、卒業後はいよ

いよ人生の荒波の中に漕ぎ出します。自分の目標を決め、様々な困難に立ち向かっていく君

たちへの応援歌としたかったのです。 

 散策俳句 児童・生徒作品  

 「 たんぽぽが   校庭全体   独り占め   」 

 「 クローバー  ふかふか芝生  アリの道   」 

 「 歩く度 バッタがぴょんぴょん 必死に生きる 」 

 「 雨上り   静かな路地に  爽やかなる夏  」 

 「 木々にかくれ まぼろしの時計 止まった時間 」 

 「 シロツメ草   お姫様ふたり  並んでる  」  

 「 たんぽぽが ひとりぼっちで  さみしそう  」  

 「 クローバー   四葉みつけて   運使う  」 

 「 休み明け    夏を感じて    散策だ  」 

 

【児童・生徒の感想より】 

・今日の散策では主に写真を撮っていたのですが、季節を感じたりみんなが楽しそうなところを見

たり、とても楽しい時間でした。またその瞬間をカメラで撮れたことが楽しかったです。公園では

みんなを撮りながら筋トレをしたり、遊具で遊んだりすごく充実した時間ですごく楽しかったので、

もう 3年生ですがまたみんなで行きたいなと思いました。 

・とってもすてきな時間でした。蝶がたくさんいました。先生と秘密基地も見に行きました。 

つるまみれのジャングルジムや、木や草にかくれているすべり台がとても神秘的でした。 

その後、シロツメ草のかんむりを作りました。初めてでした。すてきな物が作れた気がします。それ

を帽子に載せていたらみんながたくさんほめてくれました。嬉しかったです。ミツバチもいました。

また秋や冬、春の最初にも季節を感じにみなさんと行きたいです。 

わ   か   ば 



 夏のスポーツ大会  

 ５月２５日にスポーツ大会を実施し、小学生２名・中学生１３名が 

参加しました。種目は「しっぽとり,ディスクサッカー.ドッヂビー」 

の３種目でした。 チームに分かれて作戦タイムをとりながら 

コミュニケーションをとれたところが、とても良かったです。 

 さわやかな汗をかき、充実した一日となりました。 

 平山陸稲の田植え  

教育センターとの連携授業(郷土教育)平山陸稲の田植えを俳句で表現しました。 

児童作品  「あめのなか おかぼをうえる たのしいな」 

      「てをあらう きれいにおちる つちのいろ」  

すくすくと育ち、秋に稲刈り・脱穀・試食を楽しみにしたいところです。 

< ７月予定 >   

２日(金)  保護者会 (詳細はプリントにてお知らせします。)  

１２日(月)～１６日(金) 午前授業(弁当あり  １３：００まで) 

 １９日(月)～２０日(火) 午前授業(弁当なし  １１：３０まで)  

 ２０日(火) 一学期通室最終日     ２１日(水)～29日(５日間)夏休み補習期間 

カウンセラーより 

              ～ 休むことについて ～ 

 いかがお過ごしでしょうか。最近は、暑さで体調を崩すことも増え、そろそろ梅雨入り 

ということもあり、どんよりした日が続くと気持ちが沈んでしまうこともあるかと思います。 

 わかばの子どもたちの中には、通室してしばらく経った子もいれば、通い始めで慣れてい

ない子もいると思います。 

 『わかばのみんなは、ちゃんと休めていますか？』 

 そもそも「休む」＝「サボる」という意味になっていないでしょうか。生活していると 

勉強や仕事のほかに楽しいことをしていても、知らず知らずのうちに疲れが溜まっていくこ

とがあります。休むことで体の疲れを取るだけでなく、心を休ませるということも含んでお

り、体と心はつながっているので、両方が元気でないと人は１００％の力を出すことができ

ません。ですから休むということは悪いことではなく、皆の人生にとって、とても大切だと 

いうことです。 

 きつい時や苦しい時は無理せず、ゆっくりすることで、心身ともにエネルギーをたくさん

チャージし、またその中で、自分なりのリラックス法を探してみるのもいいと思います。 

 また同様に保護者の方も無理せず、ゆっくり休む時間を作っていただけたらと思います。 

                         


